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●8	 JA全農えひめグループ７社　令和４年度役員体制
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途上国支援から	
島の保健室へ　その１

	 野澤　美香さん

●12	 TOPIC	NEWS

●16	 READERS通信
	 NOW		NOW		COOKING
	 〈今月の素材〉さといも

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味
を込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。
○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。
○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
https://www.zennoh.or.jp/eh/

JA全農えひめ

■お取り寄せ・JA全農えひめ直販ショップ
　　　https://www.ja-town.com/shop/c/c7201/
　　　※愛媛の旬の農産物と加工品をお届けします！
■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　https://www.zennoh.or.jp/eh/food/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。
◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp
◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://ai-pax.jp/
◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://fresh-ranran.jp/
◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/
◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp
◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

　朝夕がだんだんと涼しくなり、食欲の秋に突入
しています。秋の味覚と言えば？　そう！　さつ
まいもです。焼きいも、スイートポテトや大学いも、
ソフトクリーム、芋けんぴなど、さつまいもスイー
ツが目白押しです。さつまいもは食物繊維もビタ
ミンも豊富で低カロリーと聞けば、甘い誘惑への
罪悪感からすこーし逃れられそうですね。

●表紙：さつまいも
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）
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Vol.230

さ
と
い
も「
伊
予
美
人
」

（
四
国
中
央
市
）

　
「
伊
予
美
人
」
は
愛
媛
県
が
さ
と
い
も
「
女
早
生
」
の
優
良
系
統

に
改
良
を
重
ね
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
で
す
。
品
種
名
は
「
愛
媛
農
試

Ｖ
２
号
」
で
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
が
「
伊
予
美
人
」
の
名
で
商
標
登
録

し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
う
ま
を
中
心
に
、
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
未
来
・
Ｊ
Ａ
周

桑
・
Ｊ
Ａ
お
ち
い
ま
ば
り
・
Ｊ
Ａ
松
山
市
・
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
中
央
・

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
う
わ
・
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。
令
和
４

年
産
は
前
年
比
１
１
８
％
の
５
、０
５
５
ｔ
の
出
荷
を
見
込
ん
で
い

ま
す
（
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
取
り
扱
い
）。
愛
媛
県
の
令
和
３
年
産
さ

と
い
も
収
穫
量
（
秋
冬
）
は
９
、５
９
０
ｔ
、
全
国
４
位
の
産
地
で

す
（
農
林
水
産
省
速
報
値
）。

　

四
国
中
央
市
で
は
、
日
本
三
大
局
地
風
「
や
ま
じ
風
」
に
影
響
さ

れ
な
い
さ
と
い
も
の
生
産
が
盛
ん
で
、
そ
の
歴
史
は
３
０
０
年
以
上

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
う
ま
の
特
産
部
会
長
・
宝
利
義
博
さ
ん

は
さ
と
い
も
栽
培
40
年
。
徳
島
・
鳴
門
で
の
建
築
業
か
ら
転
身
し
、

新
し
い
視
点
で
農
業
を
考
え
ま
す
。
さ
と
い
も
の
土
壌
改
良
で
は
、

鳴
門
の
さ
つ
ま
い
も
畑
に
海
砂
を
入
れ
る
方
法
を
参
考
に
、
市
内
の

ダ
ム
湖
に
沈
殿
す
る
砂
の
投
入
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
収
穫
の
ト
ラ

ク
タ
ー
導
入
も
先
駆
け
で
し
た
。
さ
つ
ま
い
も
「
鳴
門
金
時
」
同
様
、

さ
と
い
も
の
ブ
ラ
ン
ド
化
で
収
益
向
上
を
願
い
Ｊ
Ａ
と
協
力
。
丸
く

て
色
白
、き
め
細
か
く
粘
り
と
甘
み
が
強
い
こ
と
か
ら
、「
伊
予
美
人
」

と
宝
利
さ
ん
が
考
案
し
名
付
け
ま
し
た
。

　

９
月
初
旬
、「
愛
媛
さ
と
い
も
広
域
選
果
場
」
で
「
伊
予
美
人
」

が
選
果
さ
れ
、
県
内
を
は
じ
め
中
四
国
・
関
西
・
関
東
へ
出
荷
が
始

ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
梅
雨
明
け
が
早
く
、
そ
の
後
も
少
雨
で
生
育

遅
れ
が
心
配
で
し
た
が
、
水
管
理
な
ど
の
生
産
者
努
力
に
よ
り
い
い

さ
と
い
も
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
宝
利
さ
ん
は
「
食
べ
て
も
ら
う

の
が
一
番
！
」
と
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
解
放
さ
れ
、
市
場
開
拓
の
試
食

会
に
出
か
け
ら
れ
る
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

▲�子どもたちのかくれんぼができそうな
ほど。茎が２ｍにも伸びた「伊予美人」
の圃場。まもなく収獲

▲�秋の味覚、さといも「伊予美人」 ▲�奥の丸い穴から出て手前に流れ
ていく「伊予美人」を手元で瞬時
に選別。

▲�「伊予美人」を熱く語る宝利さん



　

令
和
４
年
産
温
州
み
か
ん
の
生
産
予

想
量
（
農
水
省
６
月
公
表
値
・
開
花
時

点
）
は
、
全
国
で
72
万
４
、０
０
０
ト

ン
程
度
と
見
込
ま
れ
、
前
年
産
実
績
の

73
万
８
０
０
ト
ン
に
比
べ
６
、８
０
０

ト
ン
下
回
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
園
連
調
査
の
生
産
予
想
量
（
７
月

１
日
時
点
）
で
は
、
全
国
で
66
万
９
、３ 

７
７
ト
ン
（
前
年
比
98
％
、
２
年
比

96
％
）、
愛
媛
県
は
11
万
６
、５
７
０
ト

ン
（
前
年
比
91
％
、
２
年
比
１
０
４
％
）

の
予
想
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
は
隔
年

結
果
の
是
正
に
む
け
た
適
正
着
果
対
策

を
徹
底
し
、
高
品
質
果
実
生
産
対
策
に

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

露
地
み
か
ん
の
品
種
別
の
全
国
生
産

予
想
量
は
、日
園
連
（
７
月
１
日
時
点
）

の
調
査
に
よ
る
と
、
極
早
生
10
万
７
、８ 

０
８
ト
ン
（
前
年
比
94
％
）、
早
生

26
万
６
５
８
ト
ン
（
前
年
比
97
％
）、

普
通
28
万
４
、７
０
４
ト
ン
（
前
年
比

１
０
２
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
県
の
露
地
み
か
ん
の
作
柄
は
、
着

花
量
は
南
予
で
近
年
と
比
べ
少
な
く
、

中
・
東
予
は
裏
年
廻
り
で
、
一
昨
年
の

裏
年
よ
り
も
少
な
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
１
次
生
理
落
果
は
平
年
並
か
ら
や

や
少
な
く
、
２
次
生
理
落
果
は
少
な
く

推
移
し
ま
し
た
。
一
方
、
主
産
県
（
和

歌
山
・
静
岡
）
の
着
花
量
は
や
や
多
め

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

極
早
生
み
か
ん
の
生
産
量
は
、
前
年

を
下
回
る
予
想
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

早
生
み
か
ん
以
降
の
販
売
を
有
利
に
展

開
す
る
た
め
に
も
、
今
後
の
栽
培
管
理

の
徹
底
に
よ
り
、
高
品
質
果
実
の
生
産

に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

早
生
以
降
の
生
産
量
は
前
年
を
大
き

く
下
回
る
予
想
で
す
が
、
近
年
出
荷
計

画
と
実
績
と
の
乖
離
が
散
見
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
正
確
な
出
荷
計
画
の
策
定
と

市
場
別
の
販
売
動
向
を
把
握
し
た
出
荷

に
努
め
る
と
と
も
に
、
気
象
災
害
等
に

よ
り
数
量
が
減
少
す
る
場
合
は
迅
速
な

産
地
情
報
の
発
信
が
重
要
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
11
月
下
旬
の
恒
常
的
な
売
り

悩
み
と
と
も
に
、
12
月
中
旬
以
降
の
供

給
過
剰
に
よ
る
荷
動
き
の
停
滞
・
価
格

低
迷
を
回
避
す
る
た
め
に
、
前
年
に
引

き
続
き
、
高
品
質
果
実
の
出
荷
を
基
本

に
出
荷
時
の
品
質
基
準
の
遵
守
や
計
画

出
荷
を
徹
底
し
、
市
場
価
格
の
維
持
を

目
的
と
し
た
果
実
需
給
調
整
対
策
事

業
、
及
び
一
般
消
費
者
を
対
象
と
し
た

消
費
宣
伝
事
業
を
有
効
活
用
し
、
価
格

維
持
及
び
有
利
販
売
に
つ
な
が
る
販
売

対
策
が
必
要
で
す
。

令
和
４
年
産
温
州
み
か
ん

　
　
　
　
　
　
　

出
荷
販
売
対
策

特
集
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販
売
具
体
策

⑴　
極
早
生
み
か
ん

　

極
早
生
の
販
売
は
10
月
末
終
了
を
徹

底
し
ま
す
。
低
品
位
果
実
の
市
場
出
荷

自
粛
、
県
域
の
価
格
維
持
対
策
と
し
て

下
等
級
品
の
市
場
隔
離
を
図
る
た
め
加

工
誘
導
対
策
事
業
（
※
）
を
実
施
す
る

と
と
も
に
有
効
活
用
し
ま
す
。

（
※
11
月
10
日
ま
で
に
１
、０
０
０
ト
ン

を
対
象
と
し
て
実
施
す
る
）

⑵　
早
生
み
か
ん

　

早
生
の
出
荷
に
あ
た
っ
て
は
、糖
度
・

酸
度
等
の
品
質
を
確
認
の
う
え
品
質
基

準
に
達
し
な
い
果
実
は
出
荷
し
な
い
よ

う
徹
底
し
ま
す
。
ま
た
、
市
場
残
荷
量

等
の
販
売
状
況
や
品
質
状
況
を
勘
案
し

た
な
か
で
販
売
開
始
し
ま
す
。
11
月
下

旬
の
恒
常
的
な
売
り
悩
み
を
回
避
す
る

た
め
市
場
別
の
販
売
状
況
を
勘
案
し
販

売
先
の
需
要
に
応
じ
た
出
荷
に
努
め
る

と
と
も
に
、
ス
ム
ー
ズ
な
品
種
の
切
り

替
え
を
図
り
ま
す
。
日
量
出
荷
量
の
平

準
化
の
徹
底
を
図
り
、
祝
祭
日
・
休
市

明
け
は
平
常
時
の
20
％
増
以
内
に
抑
え

ま
す
。
県
域
の
価
格
維
持
対
策
と
し
て

下
等
級
品
の
市
場
隔
離
を
図
る
た
め
加

工
誘
導
対
策
（
※
）
を
実
施
す
る
と
と

も
に
有
効
活
用
し
ま
す
。

（
※
１
月
31
日
ま
で
に
４
、０
０
０
ト
ン

を
対
象
に
実
施
）

⑶　
普
通
温
州
み
か
ん

　

12
月
中
旬
以
降
の
需
要
の
落
ち
込
み

に
対
応
す
べ
く
、
自
主
調
整
を
含
め
た

機
動
力
の
あ
る
出
荷
計
画
を
実
施
し
ま

す
。
販
売
店
で
は
年
末
・
年
始
休
業
店

舗
が
増
加
し
て
お
り
、
在
庫
を
多
く
抱

え
る
店
舗
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
需
要
量
に
応
じ
た
出
荷
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
年
内
に
無
理
し
た
出

荷
を
行
わ
ず
に
年
明
け
販
売
も
視
野
に

入
れ
た
出
荷
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
ま

た
、
年
明
け
販
売
分
は
、
品
質
低
下
の

な
い
よ
う
に
貯
蔵
管
理
の
徹
底
を
図
り

ま
す
。

　

果
実
需
給
調
整
対
策
事
業
を
１
月
末

ま
で
継
続
実
施
し
ま
す
。

⑷　
各
品
種
の
共
通
対
策

　

精
度
の
高
い
出
荷
計
画
の
策
定
と
遵

守
及
び
産
地
状
況
の
迅
速
な
情
報
発
信

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
品
質
・
階
級
基

準
を
厳
守
す
る
と
と
も
に
低
品
位
果
実

は
加
工
仕
向
け
等
の
市
場
隔
離
を
実
施

し
ま
す
。
品
種
・
系
統
の
品
質
特
性
を

踏
ま
え
た
適
期
出
荷
を
徹
底
す
る
と
と

も
に
、
早
生
の
販
売
開
始
は
、
基
本
的

に
11
月
か
ら
と
し
極
早
生
か
ら
早
生
へ

の
切
り
替
え
を
明
確
に
し
ま
す
。

　

11
月
～
12
月
10
日
に
お
け
る
水
曜
日

の
販
売
分
は
出
荷
を
停
止
し
ま
す
。

対
象
日
：
11
月
３
日
・
９
日
・
16
日
・

23
日
・
30
日
・
12
月
７
日
（
休
市
）

合
計
６
回

　

全
果
協
10
地
域
市
場
出
荷
計
画
の
旬

別
前
年
比
を
指
標
と
し
て
出
荷
計
画
を

樹
立
す
る
と
と
も
に
、
選
果
場
ご
と
の

出
荷
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
市
場
出

荷
残
量
を
踏
ま
え
た
計
画
的
な
出
荷
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
生
産
指
導
部
署
と

の
連
携
を
密
に
し
、
選
果
・
選
別
・
出

荷
予
措
の
徹
底
と
、
10
地
域
市
場
出
荷

計
画
を
基
準
と
し
て
、
市
場
ご
と
に
残

荷
量
・
未
仕
切
等
の
販
売
状
況
を
加
味

し
た
出
荷
量
を
調
整
し
ま
す
。

　　　　

〈
階
級
基
準
〉

　

出
荷
階
級
は
２
L
～
S
級
と
し
ま

す
。

〈
緊
急
時
の
対
策
〉

　

市
場
価
格
の
急
落
が
懸
念
さ
れ
、
か

つ
市
場
在
庫
が
増
加
傾
向
に
あ
る
場
合

は
、
果
実
販
売
部
会
・
販
売
情
勢
検
討

会
等
で
協
議
し
出
荷
調
整
並
び
に
販
売

促
進
等
の
緊
急
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

◆特集：令和４年産温州みかん　出荷販売対策

〈品質基準〉（選果時の測定値）� ※全国連の品質基準に準ずる

出荷時期 糖　　　度 酸　　　度

９月 ９.０度以上 １.０％以下

10月 10.０度以上 １.０％以下

11月以降 11.０度以上 ０.９％以下

※ただし、酸度は0.6％を下回らないものとする。
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消
費
宣
伝
計
画

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
愛
媛
県
産
か
ん

き
つ
の
販
促
に
お
い
て
は
、
知
識
に
習

熟
し
た
Ｓ
Ｐ
レ
デ
ィ
に
よ
る
販
促
活
動

を
基
軸
と
し
た
消
費
宣
伝
を
実
施
し
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
試
食
が
で
き
な
い
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
た
め
、
新
生
活
様
式
に
合
わ
せ
、
協

力
店
舗
に
お
い
て
動
画
を
用
い
た
デ
ジ

タ
ル
で
の
Ｐ
Ｒ
や
売
り
場
の
演
出
、
企

画
型
の
販
促
を
主
体
に
行
い
ま
す
。
ま

た
、
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
る
愛
媛
県

と
連
携
し
た
「
県
産
か
ん
き
つ
Ｐ
Ｒ
強

化
事
業
」を
展
開
し
、県
下
一
体
と
な
っ

て
愛
媛
県
産
果
実
の
販
売
強
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

愛
媛
み
か
ん
大
使
に
よ
る
消
費
宣

伝
・
み
か
ん
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
踏
ま
え
た
な

か
で
、
効
果
的
な
活
動
を
計
画
・
実
施

す
る
こ
と
で
愛
媛
み
か
ん
の
消
費
拡
大

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園
児
及
び

保
護
者
を
対
象
と
し
た
「
は
じ
め
て
の

み
か
ん
む
き
企
画
」
等
の
食
育
活
動
を

実
施
し
、
子
供
た
ち
が
幼
少
期
か
ら
み

か
ん
を
食
す
る
機
会
・
環
境
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
将
来
に
向
け
た
み
か
ん

フ
ァ
ン
の
獲
得
を
図
り
ま
す
。

　⃝
全
国
果
実
生
産
出
荷
安
定
協
議
会

　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
取
り
組
み

の
中
で
、
全
国
段
階
に
お
け
る
消
費
拡

大
対
策
事
業
は
、
安
心
・
安
全
な
国
産

果
実
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
話
題

性
の
醸
成
・
提
供
及
び
果
物
の
持
つ
栄

養
・
効
能
や
機
能
性
の
広
報
活
動
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
、
各
県
連
で
実
施
す

る
小
売
店
頭
販
売
促
進
活
動
で
は
小
売

店
と
の
密
に
し
た
直
接
的
な
消
費
宣
伝

活
動
へ
の
取
り
組
み
を
実
施
し
、
全
国

の
果
樹
産
地
が
一
体
と
な
っ
た
活
動
を

行
う
こ
と
で
、
引
き
続
き
国
産
果
実
全

体
の
需
要
拡
大
を
図
り
ま
す
。

⃝

え
ひ
め
愛
フ
ー
ド
推
進
機
構

　

消
費
者
に
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」、「
オ

レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
」
の
認
知
度
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
愛
媛
県
産
か
ん
き
つ
全

体
の
Ｐ
Ｒ
及
び
消
費
拡
大
を
図
る
た

め
、
効
果
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
・
実

施
し
ま
す
。

　⃝

県
産
か
ん
き
つ
Ｐ
Ｒ
強
化
事
業

　

令
和
２
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
タ

レ
ン
ト
の
活
用
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
県
産
か
ん
き
つ
の
販
売
促
進
や
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
向
上
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
も
引
き
続
き
愛
媛
県
と
連

携
し
て
デ
ジ
タ
ル
を
中
心
と
し
た
事
業

を
実
施
し
魅
力
の
さ
ら
な
る
定
着
を
図

る
ほ
か
、
小
売
店
で
の
販
売
促
進
を
図

り
ま
す
。

▲
�

タ
レ
ン
ト
を
起
用
し
た
Ｐ
Ｒ
事
業
「
愛
媛
か
ん
き
つ
部
」

で
は
、
専
用
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
も
実
施

⃝

店
頭
販
売
促
進
活
動

　

愛
媛
み
か
ん
の
売
り
場
確
保
・
販
売

数
量
・
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、

店
舗
の
状
況
に
あ
っ
た
販
促
を
実
施

し
、
宣
伝
資
材
等
を
活
用
し
な
が
ら
、

▲�POPやポスター、のぼりで飾り付けるだけでなく、デジタル
サイネージを活用して売り場を演出

▲オレンジデーイベントの様子
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よ
り
多
く
の
消
費
者
に
愛
媛
み
か
ん
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。
本
年
度
も
、
シ
ー

ズ
ン
を
通
じ
て
愛
媛
県
産
青
果
物
の
売

り
場
を
確
保
し
て
く
れ
る
「
愛
媛
協
力

店
」
を
設
定
し
、
情
報
発
信
と
消
費
拡

大
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
県
産
か
ん
き

つ
Ｐ
Ｒ
強
化
事
業
と
し
て
企
画
型
販
促

を
実
施
し
ま
す
。

⃝

愛
媛
み
か
ん
大
使
に
よ
る
消
費
宣
伝

　

今
年
で
第
64
代
目
と
な
る
、
愛
媛
み

か
ん
（
い
よ
か
ん
）
大
使
を
任
命
し
、

県
内
外
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を
通
じ

て
愛
媛
県
産
果
実
の
消
費
拡
大
Ｐ
Ｒ
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
み
か
ん
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
は
消
費
地
に
大
使
を
派
遣

し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
等
を
巡
回
訪
問
す
る
こ
と
で

対
外
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
の
実
施
や
、
イ
ベ

ン
ト
の
記
事
掲
載
等
を
通
じ
た
消
費
宣

伝
の
相
乗
効
果
を
図
り
ま
す
。

⃝

食
育
活
動
事
業

　

今
年
で
19
回
目
を
迎
え
る
、幼
稚
園
・

保
護
者
等
か
ら
も
好
評
の
「
は
じ
め
て

の
み
か
ん
む
き
」企
画
を
実
施
し
ま
す
。

幼
稚
園
児
に
み
か
ん
を
自
分
で
む
く
行

為
の
啓
蒙
活
動
を
行
い
、
そ
の
保
護
者

に
も
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
配
布
す
る
こ

と
に
よ
り
、
健
康
情
報
の
提
供
や
幼
稚

園
児
の
健
や
か
な
発
育
に
は
果
物
が
重

要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
す
。
そ
し
て
幼
児
期
よ
り
日
常
生

活
の
中
で
か
ん
き
つ
類
を
食
べ
る
こ
と

の
習
慣
付
け
を
行
い
、
旬
の
お
い
し
い

「
愛
媛
み
か
ん
」
を
印
象
付
け
て
広
範

囲
で
の
消
費
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

愛
媛
県
産
か
ん
き
つ
全
体
の
Ｐ
Ｒ
を
実

施
し
ま
す
。

　

⃝

Ｓ
Ｐ
レ
デ
ィ
組
織
強
化
事
業

　

愛
媛
県
産
か
ん
き
つ
の
効
果
的
な
店

頭
で
の
販
促
活
動
を
行
う
た
め
に
、
Ｓ

Ｐ
レ
デ
ィ
の
組
織
強
化
を
図
り
ま
す
。

１
回
目
の
研
修
会
で
は
、
本
年
産
か
ん

き
つ
類
の
生
育
状
況
・
作
柄
等
の
説
明

会
を
実
施
し
、
産
地
状
況
等
の
把
握
を

し
て
も
ら
い
、
産
地
と
一
体
感
を
も
っ

て
販
売
で
き
る
協
力
体
制
を
強
化
し
ま

す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
推
奨
販
促

に
対
応
し
た
販
促
方
法
の
研
修
会
も
併

せ
て
実
施
し
ま
す
。

▲はじめてのみかんむき

▲SPレディ研修会

▲消費地を訪問し、愛媛みかんのシーズン到来をアピール

◆特集：令和４年産温州みかん　出荷販売対策

▲企画型販促としてディスプレイコンテストなどを実施
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トピックス

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、
22
日
、
松
山
市
の
Ｊ
Ａ

愛
媛
で
、
愛
媛
み
か
ん
・
伊
予
柑
な
ど
愛
媛
県
産

か
ん
き
つ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
『
２
０
２
２
愛
媛
み
か
ん

大
使
』
の
任
命
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
愛
媛
み
か
ん
大
使
に
任
命
さ
れ
た
の

は
、青
野
萌
乃
佳
さ
ん
（
松
山
市
出
身
・
大
学
生
）、

越
智
星
愛
さ
ん
（
今
治
市
出
身
・
大
学
生
）、
西

門
遼
奈
さ
ん
（
尾
道
市
出
身
・
大
学
生
）、
越
智

由
稀
さ
ん
（
松
山
市
出
身
・
団
体
職
員
）
の
４
人
。

愛
媛
み
か
ん
大
使
に
よ
る
活
動
は
、
１
９
５
９
年

度
か
ら
始
め
て
お
り
、今
年
度
の
大
使
は
64
代
目
。

今
回
は
96
人
の
応
募
の
中
か
ら
、
書
類
と
面
接
に

よ
る
審
査
を
経
て
大
使
４
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

任
命
式
で
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
の
菅
野
幸
雄

運
営
委
員
会
会
長
が
４
人
に
任
命
状
を
渡
し
、「
愛

媛
県
産
か
ん
き
つ
の
魅
力
を
全
国
各
地
に
Ｐ
Ｒ
し

て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
前
年
度
の
大
使

か
ら
タ
ス
キ
を
受
け
継
い
だ
４
人
は
、「
農
家
の

思
い
や
県
産
み
か
ん
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

　

大
使
４
人
は
、
温
州
み
か
ん
の
本
格
出
荷
が
始

ま
る
11
月
よ
り
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
メ
デ
ィ
ア
へ
の

出
演
な
ど
を
通
じ
て
、
来
年
８
月
末
ま
で
の
１
年

間
愛
媛
県
産
か
ん
き
つ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

▶
（
写
真
右
か
ら
）
青
野
さ
ん
・
越
智
（
星
）
さ
ん
・
西
門
さ
ん
・
越
智
（
由
）
さ
ん

「2022愛媛みかん大使」４人を任命！
～これから愛媛産柑橘をPRしていきます～
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トピックス

▲�８月22日に行われた任命式。ＪＡ全農えひめ菅野幸雄会長（中央左）と関岡光昭
県本部長（中央右）を囲んで

私たちが「2022愛媛みかん大使」です！

越
お

智
ち

　星
せい

愛
ら

さん 青
あお

野
の

萌
ほ

乃
の

佳
か

さん

【抱負】2022愛媛みかん大
使に任命して頂きありがと
うございます。大好きな愛
媛のみかんを全国の皆様
にお届けできるよう全力
でPRして参ります！また、
生産者の方が心を込めて育
ててくださった柑橘と共に
愛媛の魅力もお伝えできる
よう精一杯頑張って参りま
す！

【抱負】2022愛媛みかん大
使に任命していただきまし
た。大好きな愛媛県の柑橘
を、全国の皆さんに精一杯
PRしていきます。柑橘に
携わる全ての方の想いと共
に、「柑橘王国」愛媛県の
魅力を伝えるお手伝いがで
きることを光栄に思いま
す。よろしくお願いしま
す！

（今治市出身・大学生） （松山市出身・大学生）

【趣味】�旅行、ドラ
イブ

【特技】書道

【趣味】�読書、絵を
描く

【特技】�水軍太鼓、
読書感想文

越
お

智
ち

　由
ゆう

稀
き

さん 西
にし

門
かど

　遼
はる

奈
な

さん

【抱負】2022愛媛みかん大
使に任命して頂き大変嬉し
く思っております。柑橘王
国という名の通り品質も品
種の多さも全国トップレベ
ルな愛媛みかんを全国の
方々に認知していただき、
リピーターとなってもらえ
るようPRして参りますの
で応援よろしくお願い致し
ます。

【抱負】この度は2022愛媛
みかん大使に任命して頂
き、ありがとうございます。
私は愛媛のみかんを元気と
笑顔で全国に発信したいと
考えております。また私た
ち愛媛みかん大使が生産者
と消費者をつなぐ架け橋に
なります。１年間宜しくお
願い致します。

（松山市出身・団体職員） （尾道市出身・大学生）

【趣味】�料理、ドライブ、
カフェ巡り、旅行、
ファッション

【特技】�マッサージ、人の顔
をすぐに覚えられる

【趣味】�カフェ巡り、走るこ
と、洋服を選ぶこと

【特技】�初対面の人と仲良く
なること、人の顔と
名前を覚えること、
テニス、マラソン

愛媛県産柑橘の魅力を全国にPRします！　応援よろしくお願いします！

♡♠♧♦♡ 今 後 の 予 定 ♡♠♧♦♡
10月12日　愛媛県園芸大会
11月 上旬　「愛媛みかん消費拡大キャンペーン」�
　　　　　　（首都圏・関西圏等）
１月中下旬　愛媛みかん祭り
１月下旬から２月上旬�
� 「愛媛いよかん大使消費宣伝キャンペーン」
４月14日　オレンジデー関連イベント

　2023年８月末まで各種イベントや販促活動、
マスメディアへの出演等を行っていきます。
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ＪＡえひめアイパックス㈱
役職名 氏　名

代表取締役社長 中原　一憲 常勤
専務取締役 塩﨑　洋章 常勤
常務取締役 嶋田　浩志 常勤

取 締 役 山内　謙治 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡ周桑

取 締 役 桑田　　誠 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡおちいまばり

取 締 役 菊地　秀明 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡ愛媛たいき

取 締 役 関岡　光昭 非常勤・ＪＡ全農えひめ県本部長

監 査 役 山本　長雄 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員会副会長
ＪＡえひめ南

監 査 役 水本　益広 非常勤・ＪＡ全農監査主任者

㈱えひめ飲料
役職名 氏　名

代表取締役社長 道上　久司 常勤
代表取締役専務 芝　　亮介 常勤
常務取締役 中矢　　琢 常勤

取 締 役 菅野　幸雄 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員会会長
ＪＡえひめ中央

取 締 役 都築　雅秀 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡにしうわ

取 締 役 山本　長雄 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員会副会長
ＪＡえひめ南

取 締 役 関岡　光昭 非常勤・ＪＡ全農えひめ県本部長
取 締 役 平岡　正樹 非常勤・㈱えひめフーズ代表取締役社長
取締役営業本部長 氏原　教次 非常勤
常勤監査役 野澤　幸市 常勤

監 査 役 桑田　　誠 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡおちいまばり

監 査 役 菊地　秀明 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡ愛媛たいき

監 査 役 武田　孝二 非常勤・ＪＡ全農えひめ副本部長

ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱
役職名 氏　名

代表取締役社長 竹村　　靖 常勤
常務取締役 宇都宮　誠 常勤

取 締 役 合田　　久 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡうま

取 締 役 加藤　　尚 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡえひめ未来

取 締 役 得能　祐治 非常勤・ＪＡ全農えひめ副本部長

監 査 役 石野　満章 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡひがしうわ

監 査 役 松浦　勇人 非常勤・ＪＡ全農監査主任者

㈱ひめライス
役職名 氏　名

代表取締役社長 松田　一人 常勤
常務取締役 武田　　司 常勤

取 締 役 山内　謙治 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡ周桑

取 締 役 菅野　幸雄 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員会会長
ＪＡえひめ中央

取 締 役 石野　満章 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡひがしうわ

取 締 役 得能　祐治 非常勤・ＪＡ全農えひめ副本部長

監 査 役 菊地　秀明 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡ愛媛たいき

監 査 役 水本　益広 非常勤・ＪＡ全農監査主任者

ＪＡえひめエネルギー㈱
役職名 氏　名

代表取締役社長 石川　忠司 常勤
常務取締役 兵頭　英治 常勤
常務取締役 篠原　義弘 常勤

取 締 役 菅野　幸雄 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員会会長
ＪＡえひめ中央

取 締 役 合田　　久 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡうま

取 締 役 武田　孝二 非常勤・ＪＡ全農えひめ副本部長
監 査 役 水本　益広 非常勤・ＪＡ全農監査主任者

㈱えひめフーズ
役職名 氏　名

代表取締役社長 平岡　正樹 常勤
取 締 役 道上　久司 非常勤・㈱えひめ飲料代表取締役社長

取 締 役 都築　雅秀 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡにしうわ

取 締 役 関岡　光昭 非常勤・ＪＡ全農えひめ県本部長
監 査 役 野澤　幸市 非常勤・㈱えひめ飲料常勤監査役

役職名 氏　名
取 締 役 都築　雅秀 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員

ＪＡにしうわ

取 締 役 山本　長雄 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員会副会長
ＪＡえひめ南

取 締 役 武田　孝二 非常勤・ＪＡ全農えひめ副本部長
取締役営業部長 矢野　喜好 非常勤
監 査 役 道上　久司 非常勤・㈱えひめ飲料代表取締役社長
監 査 役 松浦　勇人 非常勤・ＪＡ全農監査主任者

役職名 氏　名
代表取締役社長 高井　雄二 常勤
常務取締役 白石　啓司 常勤
取 締 役 寺尾　則雄 非常勤・ＪＡ東予園芸

取 締 役 菅野　幸雄 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員会会長
ＪＡえひめ中央

取 締 役 菊地　秀明 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡ愛媛たいき

取 締 役 桑田　　誠 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡおちいまばり

ＪＡえひめ物流㈱

令和４年９月１日現在■は令和４年度新任。

ＪＡ全農えひめグループ７社　令和４年度役員体制
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ね
っ
と
わ
ー
く

THE
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
農
畜
産
物

消
費
拡
大
運
動
展
開
中
！

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
媛

農
畜
産
物
消
費
拡
大
運

動
推
進
本
部
は
、
令
和

５
年
２
月
末
ま
で
「
Ｊ

Ａ
え
ひ
め
農
畜
産
物
消

費
拡
大
運
動
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ら
く
れ
ん
製
品
か
ら
厳
選
し
た
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
セ
ッ
ト「
牧
場
の
風
セ
ッ
ト
」（
２
、

６
０
０
円
）
や
機
能
性
の
ヨ
ー
グ
ル
ト

を
集
め
た
「
ら
く
れ
ん
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

セ
ッ
ト
」（
２
、３
０
０
円
）、
牛
乳
屋
さ

ん
が
作
っ
た
お
い
し
い
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー

キ
を
セ
ッ
ト
に
し
た
「
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー

キ
セ
ッ
ト
」（
３
、０
０
０
円
）、
生
乳
を

使
用
し
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
プ
リ
ン
な
ど
を

セ
ッ
ト
に
し
た「
メ
イ
フ
ァ
ー
ム
セ
ッ
ト
」

（
２
、４
０
０
円
）の
４
ア
イ
テ
ム
で
す（
価

格
は
全
て
税
込
価
格
）。
ま
た
、
全
国
１

位
の
生
産
量
を
誇
る
「
は
だ
か
麦
」
の
消

費
拡
大
を
図
る
た
め
、
は
だ
か
麦
商
品
の

取
扱
い
を
拡
大
し
、
昨
年
来
の
「
麦
み
そ

商
品
」
に
加
え
、
パ
ッ
ク
ご
は
ん
を
ご
用

意
し
ま
し
た
。

　

は
だ
か
ん
ぼ
う
麦
茶
（
５
０
０
㎖
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
）
に
つ
き
ま
し
て
も
引
続
き
12

月
末
ま
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

県
内
産
を
中
心
と
し
た
「
畜
産
加
工
品
」

愛
用
も
推
進
中
！

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
生
活
支
援
課
で
は
、

令
和
５
年
２
月
末
ま
で
、
愛
媛
県
産
牛
・

豚
肉
の
「
食
肉
加
工
品
」
の
消
費
拡
大
を

推
進
中
で
す
。

　

取
扱
商
品
（
セ
ッ
ト
）
は
、伊
予
牛
「
絹

の
味
」、「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」
の
精
肉

セ
ッ
ト
各
３
ア
イ
テ
ム
、ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
、

レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
、
愛
媛
県
産
豚
肉
を
使

用
し
た
「
豚
バ
ラ
や
わ
ら
か
角
煮
」、「
豚

ロ
ー
ス
豚
丼
」、
愛
媛
県
産
豚
モ
ツ
を
使

用
し
た
塩
・
キ
ム
チ
味
の
「
味
付
豚
ホ
ル

モ
ン
セ
ッ
ト
」
さ
ら
に
は
国
産
原
料
を
使

用
し
た
ウ
イ
ン
ナ
ー
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
セ
ッ

ト
な
ど
多
彩
な
ア
イ
テ
ム
を
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。

　

ご
注
文
・
お
問
い
合
わ
せ
：
お
近
く

の
Ｊ
Ａ
ま
た
は
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
生
活

支
援
課
（
T
E
L
０
８
９

−

９
４
８

−

４
９
７
４
）

生活
支援課

9
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Vol.298

MIKA　NOZAWA野澤 美香
■プロフィール■
1959年12月６日、岐阜県生まれ、宇和島市九島在住。
岐阜県立船津高等学校、名古屋大学医学部保健学科卒業。
助産師、保健師、看護師、救急救命士の資格を持つ。
途上国への様々な医療支援活動を経て、退職までは愛知県名古屋市
にある産婦人科病院の助産管理師長として長年勤務。
令和２年１月より宇和島市に移住し、社会福祉法人正和会　地域共
生事業部「島の保健室」所属。地域共生事業、九島島民の健康維持
活動に従事している。
趣味は、映画鑑賞、写真撮影。
休日は、海を見にドライブすることが多い。
座右の銘は、決して諦めない　Never give up.
　　　　　　思いは叶う　　　Dream comes true.
　　　　　　人生に無駄なことは何一つない
　　　　　　　　　　　　　　Nothing is wasted in life.

★
怠
け
者
が
看
護
師
に
な
っ
た
?!

　

私
は
、
三
井
鉱
山
で
栄
え
た
岐
阜
県
飛
騨

市
神
岡
町
栃
洞
に
生
ま
れ
育
ち
、
高
等
学
校

卒
業
ま
で
の
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。
無
類

の
本
好
き
だ
っ
た
小
学
校
時
代
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
に
夢
中
に
な
っ
た
中
学
校
時
代
、
高

等
学
校
時
代
は
部
活
に
も
所
属
せ
ず
帰
宅
組

で
、怠
惰
な
学
生
だ
っ
た
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
が
あ
る
日
突
然
、「
看
護
師
に

な
ろ
う
」
と
考
え
ま
す
。
当
時
は
決
し
て
、

「
病
ん
で
い
る
人
を
救
い
た
い
」と
か
、「
人

の
お
役
に
立
ち
た
い
」
な
ど
と
い
う
崇
高
な

考
え
は
全
く
な
く
て
、
た
ま
た
ま
職
探
し
を

し
て
い
た
際
、「
住
み
込
み
看
護
助
手
募
集
！

働
き
な
が
ら
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
！
」
と

い
う
甘
い
広
告
に
惹
か
れ
た
だ
け
で
し
た
。

雇
用
先
は
産
婦
人
科
医
院
、
午
前
中
と
夜
間

は
看
護
助
手
と
し
て
働
き
、
午
後
は
通
学
し

な
が
ら
准
看
護
師
、
正
看
護
師
の
資
格
を
取

得
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
京
都
市
の
救
急

病
院
で
看
護
師
と
し
て
勤
務
し
な
が
ら
救
急

救
命
士
の
資
格
も
取
得
し
ま
し
た
が
、
そ
の

頃
か
ら
「
資
格
を
活
か
し
て
途
上
国
で
働
き

た
い
。途
上
国
の
人
達
の
お
役
に
立
ち
た
い
」

と
い
う
思
い
が
芽
生
え
始
め
ま
し
た
。

★
私
に
で
き
る
こ
と
っ
て
何
？

　

１
９
９
７
年
に
青
年
海
外
協
力
隊
の
看
護

師
隊
員
と
し
て
ラ
オ
ス
に
派
遣
さ
れ
た
の
を

皮
切
り
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
通
じ
た
難
民
支
援
活

動
で
コ
ソ
ボ
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
赴
き
ま

し
た
。
自
動
小
銃
を
手
に
し
た
兵
士
が
監
視

す
る
国
境
を
歩
い
て
越
え
た
り
、
女
性
一
人

で
は
外
出
も
ま
ま
な
ら
な
い
イ
ス
ラ
ム
の
地

域
で
、
間
近
に
銃
撃
戦
を
目
撃
し
た
り
も
し

ま
し
た
。

　

生
ま
れ
て
初
め
て
の
開
発
途
上
国
、
か
ろ

う
じ
て
屋
根
は
あ
る
も
の
の
ド
ア
の
か
け
ら

も
な
い
吹
き
曝
し
の
掘
っ
建
て
小
屋
（
当
初
、

家
屋
と
は
到
底
思
え
な
か
っ
た
の
で
す
）
に
住

み
、
年
中
暑
い
国
で
す
が
冷
房
な
ど
な
い
過

酷
な
環
境
下
で
人
々
は
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

雨
季
に
は
道
が
ぬ
か
る
み
医
療
機
関
に
ア
ク

セ
ス
で
き
ず
、
何
と
か
医
療
機
関
に
た
ど
り

着
け
て
も
そ
こ
に
は
専
門
家
も
い
な
け
れ
ば

途
上
国
支
援
か
ら

島
の
保
健
室
へ　
そ
の
１
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医
薬
品
も
な
い
、
誰
も
い
な
い
、
何
も
な
い
状

態
。
保
険
医
療
制
度
が
な
い
の
で
貧
し
い
人

は
病
院
を
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
餓
死
…
。
何

週
間
も
食
べ
る
も
の
が
な
く
、
飢
え
に
苦
し

ん
だ
末
に
衰
弱
し
て
死
ぬ
、
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
違
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
人
が
ど
う
や
っ
て
餓
死
す
る
か
と
い
う

と
、
ま
ず
食
べ
物
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な

く
、
足
り
な
く
て
栄
養
失
調
状
態
に
な
る
。

そ
し
て
飢
え
を
紛
ら
わ
す
た
め
に
不
衛
生
な

水
を
た
く
さ
ん
飲
む
。
そ
の
結
果
、
赤
痢
な

ど
の
感
染
症
に
罹
り
脱
水
状
態
に
な
る
。
そ

し
て
死
ぬ
。
こ
れ
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
餓

死
の
典
型
だ
」。

　

こ
れ
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
で
長
年
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
復
興
に
貢
献
さ
れ
、
無
念
に
も

凶
弾
に
倒
れ
た
中
村
哲
医
師
の
お
言
葉
で
す
。

　

日
本
の
医
療
だ
っ
た
ら
助
け
ら
れ
る
命

が
、
た
か
が
下
痢
、
さ
れ
ど
下
痢
で
死
ん
で

い
く
現
実
が
あ
り
ま
し
た
。
溢
れ
る
物
、
物
、

飽
食
の
こ
ど
も
た
ち
、
コ
ン
ビ
ニ
で
は
賞
味

期
限
を
過
ぎ
る
と
バ
ー
コ
ー
ド
が
通
ら
ず
廃

棄
処
分
と
な
る
日
本
。
不
公
平
さ
や
理
不
尽

さ
を
痛
感
す
る
毎
日
で
し
た
。

★
更
な
る
一
歩
へ

　

そ
の
後
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
国

際
協
力
機
構
）の
国
際
緊
急
援
助
隊
と
し
て
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
や
イ
ラ
ン
の
大
地
震
の
現
場
に

赴
き
ま
し
た
。

　

気
候
、
言
語
、
文
化
や
習
慣
、
宗
教
が
異

な
る
開
発
途
上
国
で
仕
事
を
す
る
に
は
強
靭

な
心
身
を
備
え
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。
危

機
管
理
能
力
や
異
文
化
理
解
が
あ
り
、
常
に

柔
軟
な
対
応
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
け
れ
ど
そ

ん
な
中
、
心
身
の
健
康
を
損
な
う
援
助
者
は

多
く
、
実
は
私
も
青
年
海
外
協
力
隊
時
代
に

は
一
時
心
身
を
病
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。「
い
つ
か
私
も
現
地
で
働
く
援
助
者
を

支
え
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
２
０
０
６

年
か
ら
３
年
間
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
カ
ン
ボ
ジ
ア
で

健
康
管
理
員
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。
24
時

間
携
帯
電
話
を
肌
身
離
さ
ず
持
ち
、
求
め
ら

れ
れ
ば
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
ど
こ
へ
で
も
駆
け

つ
け
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
、
シ
ニ
ア
隊
員
、

専
門
家
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
と
そ
の
随
伴
家
族

の
健
康
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
私
が
健
康
管
理
員
の
任
期
を
終
え

帰
国
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
後
の
生
活
は
激

変
し
ま
す
。

　

次
回
は
そ
の
頃
を
思
い
出
し
な
が
ら
綴
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

▲ コソボの難民支援に従事する野澤さん。帰還難民に対して訪問看護活
動をしているところ

▲ 通訳者と大使館医務官と共に、当地の病院長と協議
をする健康管理員時代の野澤さん。カンボジアにて
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Ｊ
Ａ
愛
媛
野
菜
生
産
者
組
織
協
議
会　
第
47
回
通
常
総
会

え
ひ
め
野
菜
の
生
産
基
盤
強
化
と
販
売
力
強
化
め
ざ
す
！

　

愛
媛
県
内
10
Ｊ
Ａ
78
部
会
（
21
品
目
）
で
組
織
す

る
Ｊ
Ａ
愛
媛
野
菜
生
産
者
組
織
協
議
会
は
、
６
月
30

日
、ウ
ェ
ル
ピ
ア
伊
予
で
第
47
回
通
常
総
会
を
開
き
、

３
年
度
事
業
報
告
、
４
年
度
事
業
計
画
な
ど
を
決
め

ま
し
た
。

　

３
年
度
は
、
生
産
面
で
は
生
産
基
盤
の
維
持
拡
大

に
向
け
た
生
産
振
興
要
領
の
取
組
み
や
生
産
改
善
共

進
会
の
取
組
み
、
販
売
面
で
は
え
ひ
め
野
菜
フ
ェ
ア

を
中
心
と
し
た
愛
媛
野
菜
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

４
年
度
は
、「
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン（
実
需
者
ニ
ー
ズ
）

に
も
と
づ
く
生
産
振
興
を
す
す
め
、
愛
媛
野
菜
の
生

産
基
盤
強
化
と
持
続
性
の
あ
る
生
産
体
制
モ
デ
ル
の

構
築
に
取
り
組
む
」「
愛
媛
野
菜
の
消
費
拡
大
お
よ

び
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
向
け
、
販
売
協
力
店
に
お
け
る

フ
ェ
ア
の
実
施
、
対
面
型
消
費
宣
伝
活
動
の
拡
充
お

よ
び
関
係
各
所
と
連
携
し
た
産
地
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り

組
む
」「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を
徹
底

し
、状
況
に
応
じ
た
効
果
的
な
販
促
活
動
を
検
討
し
、

最
大
限
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め
る
」
の
３
点
を
事
業
方

針
に
決
定
し
、
引
き
続
き
生
産
面
・
販
売
面
両
方
の

活
動
を
充
実
さ
せ
る
事
と
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
愛
媛
県
農
産
園
芸
功
労
知
事
表
彰
、

共
進
会
表
彰
状
授
与
、
感
謝
状
贈
呈
、
営
農
指
導
員

表
彰
な
ら
び
に
表
彰
状
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
（
敬
称
略
・
か
っ
こ
内

は
Ｊ
Ａ
名
）。

◆
愛
媛
県
農
産
園
芸
功
労
知
事
表
彰
▽
藤
田
修
（
え

ひ
め
未
来
）「
い
ち
ご
」
▽
秋
川
貴
則
（
周
桑
）「
い

ち
ご
」
▽
木
下
務
（
松
山
市
）「
レ
タ
ス
・
枝
豆
」

▽
松
比
良
健
（
え
ひ
め
南
）「
ト
マ
ト
等
」
◆
野
菜

生
産
改
善
共
進
会
入
賞
者
「
冬
春
き
ゅ
う
り
の
部
」

▽
県
知
事
賞
＝
長
谷
部
英
治
（
周
桑
）
▽
全
農
愛
媛

県
本
部
長
賞
＝
今
井
利
徳
（
周
桑
）
▽
協
議
会
会
長

賞
＝
佐
山
等（
周
桑
）、福
岡
修（
え
ひ
め
中
央
）「
冬

春
と
ま
と
の
部
」
▽
県
知
事
賞
＝
藤
田
浩
一
郎
（
お

ち
い
ま
ば
り
）
▽
全
農
愛
媛
県
本
部
長
賞
＝
冨
田
健

一
（
お
ち
い
ま
ば
り
）
▽
協
議
会
会
長
賞
＝
秋
山
和

弘
（
お
ち
い
ま
ば
り
）「
い
ち
ご
の
部
」
▽
県
知
事

賞
＝
秋
川
貴
則
（
周
桑
）
▽
全
農
愛
媛
県
本
部
長
賞

＝
一
色
雅
典
（
周
桑
）
▽
協
議
会
会
長
賞
＝
岡
本
忠

國
（
愛
媛
た
い
き
）、
武
方
農
園
（
周
桑
）、
葛
原
廣

（
え
ひ
め
中
央
）「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
部
」
▽
県
知
事

賞
＝
豊
田
宏
次
（
周
桑
）
▽
全
農
愛
媛
県
本
部
長
賞

＝
渡
部
憂
樹
（
周
桑
）
▽
協
議
会
会
長
賞
＝
妙
口
原

ア
ス
パ
ラ
部
会
（
周
桑
）、
白
石
勇
二
（
お
ち
い
ま

ば
り
）
◆
全
農
愛
媛
県
本
部
長
感
謝
状
贈
呈
者
＝
岡

田
宜
近（
え
ひ
め
未
来
）、福
増
範
雄（
え
ひ
め
中
央
）、

赤
松
俊
計
（
ひ
が
し
う
わ
）
◆
生
産
振
興
支
援
要
領

営
農
指
導
員
表
彰
▽
最
優
秀
賞
＝
砂
田
英
樹
（
え
ひ

め
南
）
▽
優
秀
賞
＝
上
田
伸
吾
（
え
ひ
め
中
央
）、

大
滝
德
真
（
松
山
市
）
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Ｊ
Ａ
愛
媛
野
菜
生
産
者
組
織
協
議
会
と
Ｊ
Ａ
全
農

え
ひ
め
野
菜
花
卉
課
は
、
７
月
21
日
、
松
山
市
の
Ｊ

Ａ
愛
媛
別
館
で
、
令
和
３
～
４
年
産
い
ち
ご
出
荷
反

省
会
・
生
産
対
策
会
議
を
開
き
ま
し
た
。

　

愛
媛
産
の
い
ち
ご
販
売
実
績
は
、
出
荷
量
が
７
８ 

９
ト
ン（
前
年
比
91
％
）、㎏
単
価
１
、０
５
８
円（
前

年
比
１
１
１
％
）
で
し
た
。

　

令
和
３
～
４
年
産
は
、
12
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
需
要

期
に
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
業
務
需

要
の
発
注
は
昨
年
並
み
で
、
数
量
が
減
少
し
た
こ
と

も
あ
り
12
月
下
旬
ま
で
は
、
引
き
合
い
が
強
く
高
値

で
の
販
売
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
産
か
ら
規
格
変
更
を
行
い
、
出
荷
を
行
い
ま

し
た
。
出
荷
当
初
は
玉
踊
り
や
満
杯
詰
め
な
ど
問
題

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
ス
ム
ー
ズ
に
出
荷
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
４
～
５
年
産
に
つ
い
て
は
、
病
害
対
策
や
優

良
園
地
の
視
察
等
に
よ
る
反
収
向
上
、
適
正
な
収
穫

や
温
度
管
理
、規
格
の
統
一
な
ど
に
よ
る
品
質
向
上
、

県
内
い
ち
ご
部
会
で
の
品
種
統
一
の
検
討
と
い
っ
た

方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

㈱
え
ひ
め
飲
料
は
、
８
月
６
日
に
開
幕
し
た
第

１
０
４
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
に
愛
媛

県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
帝
京
第
五
高
等
学
校
野
球

部
に
、
ジ
ュ
ー
ス
10
ケ
ー
ス
を
贈
り
ま
し
た
。

　

贈
呈
し
た
の
は
、「
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
」（
３
５
０
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
24
本
入
）５
ケ
ー
ス
、「
塩
と
夏
み
か
ん
」

（
４
９
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
24
本
入
）
５
ケ
ー
ス
。
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
贈
呈
式
は
行
わ
ず
、
同
校
選
手
た
ち

の
健
闘
を
期
し
て
、
宿
舎
に
商
品
を
届
け
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
毎
年
、
春
の
選
抜
高
校
野
球
大
会
と
夏

の
甲
子
園
出
場
校
に
ジ
ュ
ー
ス
を
贈
り
、
地
元
代
表

の
球
児
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

㈱
え
ひ
め
飲
料
は
、秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動（
９

月
21
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
）
の
啓
発
活
動
に
役
立

て
て
も
ら
お
う
と
、26
日
、「
Ｐ
Ｏ
Ｍ
塩
と
夏
み
か
ん
」

（
２
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
紙
パ
ッ
ク
）
１
、０
０
０

パ
ッ
ク
を
松
山
東
交
通
安
全
協
会
に
贈
り
ま
し
た
。

　

贈
呈
商
品
は
、
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
、
松
山

東
警
察
署
管
内
で
実
施
さ
れ
る「
交
通
茶
屋
」や「
高

齢
者
教
室
」
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
、
配
布
さ
れ

ま
す
。

　

松
山
市
安
城
寺
町
の
㈱
え
ひ
め
飲
料
本
社
で
行
わ

れ
た
贈
呈
式
で
は
、
同
社
の
中
矢
琢
常
務
が
、「
期
間

中
の
熱
中
症
対
策
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
同
協
会

の
岡
田
紀
夫
副

会
長
に
商
品
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　

同
社
に
よ
る

Ｐ
Ｏ
Ｍ
製
品
の

贈
呈
は
、
社
会

貢
献
活
動
の 

一
環
と
し
て

２
０
１
０
年
か

ら
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
。

 

㈱
え
ひ
め
飲
料
が
松
山
東
交
通
安
全
協
会
に
ジ
ュ
ー
ス
贈
呈

交
通
安
全
活
動
に
「
Ｐ
Ｏ
Ｍ
塩
と 

夏
み
か
ん
」
を
役
立
て
て

 

令
和
３
年
～
４
年
産
い
ち
ご
出
荷
反
省
会
・
生
産
対
策
会
議

収
穫
量
は
前
年
比
91
％
、 

㎏
単
価
は
１
１
１
％

 

㈱
え
ひ
め
飲
料
が
帝
京
第
五
高
等
学
校
野
球
部
に
贈
呈

が
ん
ば
れ
球
児
！ 

ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
を
差
し
入
れ
激
励

㈱えひめ飲料　中矢琢常務（左）からジュースを受け
取る松山東交通安全協会　岡田紀夫副会長（右）
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愛
媛
県
民
間
流
通
地
方
連
絡
協
議
会

35
年
連
続
日
本
一
の
は
だ
か
麦
の
安
定
供
給
を

 

令
和
４
年
度
愛
媛
県
Ｔ
Ａ
Ｃ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会

最
優
秀
賞
に
Ｊ
Ａ
お
ち
い
ま
ば
り
の
渡
部
帆
乃
香
さ
ん

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
米
穀
課
は
、
７
月

22
日
松
山
市
で
愛
媛
県
産
麦
の
円
滑
な

流
通
を
め
ざ
し
、
愛
媛
県
民
間
流
通
地

方
連
絡
協
議
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
、
精
麦
や
製
粉
、
醤
油
・

味
噌
関
連
の
実
需
者
28
人
と
生
産
者
・

Ｊ
Ａ
・
行
政
関
係
者
ら
35
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
令
和
４
年
産
麦
の
生
産
概
況

や
集
荷
見
込
数
量
を
報
告
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
５
年
産
麦
の
作
付
計
画
と

販
売
予
定
数
量
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
基
準
単
収
の
設
定
や
入
札
な
ど
の

取
引
に
関
す
る
ル
ー
ル
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
産
は
だ
か
麦
は
、
令
和
３
年

産
を
も
っ
て
35
年
連
続
生
産
量
日
本
一

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
は
だ
か
麦

は
近
年
の
豊
作
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
ミ
ス

マ
ッ
チ
の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
令

和
５
年
産
は
だ
か
麦
の
需
給
環
境
と
し

て
は
、
販
売
予
定
数
量
３
、９
９
０
ト

ン
に
対
し
て
、
購
入
希
望
数
量
が
３
、

７
０
１
ト
ン
（
２
８
８
ト
ン
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
・
愛
媛
県
米
麦
振

興
協
会
は
、
は
だ
か
麦
の
需
給
改
善
の

た
め
、
令
和
５
年
産
民
間
流
通
麦
の
契

約
面
積
を
１
、４
０
０
ha
に
維
持
し
、

小
麦
と
の
両
輪
に
よ
る
生
産
基
盤
の
維

持
・
拡
大
を
は
か
る
と
と
も
に
、
は
だ

か
麦
商
品
の
販
売
や
Ｐ
Ｒ
に
よ
っ
て
需

要
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

会
議
で
は
、
愛
媛
県
産
麦
に
対
す
る

実
需
者
と
の
意
見
交
換
も
行
い
、
愛
媛

県
産
麦
の
課
題
お
よ
び
対
応
策
な
ど
に

つ
い
て
、
生
産
者
、
Ｊ
Ａ
、
関
係
機
関

が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、
８
月
１
日
、

令
和
４
年
度
の
愛
媛
県
Ｔ
Ａ
Ｃ
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
大
会
を
松
山
市
の
Ｊ
Ａ
愛
媛
で

開
き
ま
し
た
。
地
域
農
業
の
担
い
手
に

出
向
く
Ｊ
Ａ
担
当
者
（
愛
称
Ｔ
Ａ
Ｃ
＝

タ
ッ
ク
）
の
活
動
強
化
と
レ
ベ
ル
向
上

に
向
け
、
県
内
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
活
動
事
例

を
発
表
。

　

県
内
Ｊ
Ａ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
関
係
者
ら
約
50

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
７
Ｊ
Ａ
７
名
の

Ｔ
Ａ
Ｃ
が
「
地
域
の
抱
え
る
課
題
の
解

決
に
よ
る
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
」

「
創
意
工
夫
あ
る
出
向
く
活
動
に
よ
る

担
い
手
の
所
得
増
大
と
生
産
基
盤
の
強

化
」「
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
基
盤
の
強
化
に
よ

る
担
い
手
満
足
度
向
上
と
事
業
利
用
の

拡
大
」
を
テ
ー
マ
に
、
１
人
15
分
で
活

動
事
例
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
は
Ｊ
Ａ
お
ち
い
ま
ば
り
の

渡
部
帆
乃
香
さ
ん
で
し
た
。
渡
部
さ
ん

は
、
里
芋
の
産
地
振
興
を
す
る
に
あ
た

り
小
規
模
農
家
の
栽
培
面
積
の
伸
び
悩

み
は
、
機
械
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と

と
労
働
力
不
足
で
あ
る
と
分
析
し
、
機

械
の
貸
し
出
し
提
案
（
機
械
銀
行
）
と

人
材
派
遣
会
社
と
連
携
し
た
労
働
力
支

援
を
提
案
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
10

ａ
未
満
の
小
規
模
農
家
が
10
ａ
以
上
に

増
反
す
る
手
助
け
に
繋
が
り
、
生
産
基

盤
の
強
化
を
図
っ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　

優
秀
賞
は
、
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
中
央
の
西

田
仁
志
さ
ん
と
、
Ｊ
Ａ
周
桑
の
吉
川
祐

輔
さ
ん
で
し
た
。

（左から）優秀賞の西田さん、最優秀賞の渡部さん、関岡県本
部長、優秀賞の吉川さん
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Ｊ
Ａ
愛
媛
農
政
対
策
協
議
会
な
ど
、
県
内
の
農
業

関
係
５
団
体
が
８
月
23
日
に
県
へ
「
肥
料
高
騰
に
対

す
る
支
援
」「
飼
料
高
騰
に
対
す
る
支
援
」「
県
産
農

産
物
の
消
費
拡
大
」
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
円
安
の
影
響

等
に
よ
り
飼
料
や
肥
料
原
料
な
ど
生
産
資
材
価
格
の

高
騰
・
高
止
ま
り
の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

要
請
で
は
、
国
の
肥
料
価
格
高
騰
対
策
と
併
せ
た

追
加
的
支
援
策

や
県
内
畜
産
経

営
の
継
続
・
安

定
に
向
け
た
支

援
策
・
生
産
コ

ス
ト
の
転
嫁
な

ど
に
配
慮
し
た

適
正
価
格
実
現

に
向
け
た
消
費

者
の
理
解
醸
成

や
消
費
拡
大
へ

の
支
援
な
ど
を

求
め
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
が
運
営
す
る
「
愛
媛
さ
と
い
も

広
域
選
果
場
」
で
11
日
か
ら
、
今
年
産
の
サ
ト
イ
モ

「
伊
予
美
人
」
の
初
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
産
は
梅
雨
明
け
が
早
く
そ
の
後
の
降
水
量

も
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
生
育
遅
れ
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
水
管
理
な
ど
生
産
者
の
努
力
に
よ
り
平

年
並
み
の
作
柄
が
見
込
ま
れ
る
状
況
で
す
。

　

サ
ト
イ
モ
「
伊
予
美
人
」
は
、
近
年
、
新
規
作
付

け
等
面
積
拡
大
に
力
を
入
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
令

和
４
年
産
は
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
取
り
扱
い
で
栽
培
面

積
２
１
４
・
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
前
年
比
１
０
９
％
）、

出
荷
量
は
５
、０ 

５
５
ｔ
（
前
年
比

１
１
８
％
）
と
増

加
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
最
盛
期
は

12
月
を
見
込
ん
で

お
り
、
京
阪
神
市

場
を
中
心
に
出
荷

し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
畜
産
課
は
、
９
月
８
日
に
神
戸

市
中
央
卸
売
市
場
西
部
市
場
に
お
い
て
、
今
年
度
２

回
目
と
な
る
伊
予
牛
「
絹
の
味
」
枝
肉
共
励
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
を
代
表
す
る
肉
牛
を
県
外
消
費
地
の
市
場

に
出
荷
し
、
伊
予
牛
「
絹
の
味
」
の
消
費
拡
大
を
宣

伝
す
る
と
と
も
に
、
上
質
牛
生
産
の
た
め
の
肥
育
技

術
の
研
鑽
に
努
め
、
系
統
肉
牛
の
集
出
荷
体
制
の
強

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

出
品
牛
の
資
格
は
、「
生
産
履
歴
」
及
び
血
統
明

確
な
愛
媛
県
産
の
黒
毛
和
種
肉
牛
と
し
、
17
頭
の
出

品
頭
数
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
は
Ｊ
Ａ
愛
媛
た
い
き
畜
産
セ
ン
タ
ー
が

受
賞
し
、
セ
リ
販

売
単
価
は
キ
ロ
グ

ラ
ム
当
た
り
３
、

０
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
。
な
お
、

優
秀
賞
は
、
同
畜

産
セ
ン
タ
ー
第
２

農
場
お
よ
び
同
畜

産
セ
ン
タ
ー
第
３

農
場
が
受
賞
し
ま

し
た
。

 

伊
予
牛
「
絹
の
味
」
枝
肉
共
励
会

最
優
秀
賞
は
Ｊ
Ａ
愛
媛
た
い
き 

畜
産
セ
ン
タ
ー

 

生
産
資
材
高
騰
対
策
を
求
め
て
！

飼
・
肥
料
高
騰
に
支
援
を
要
請

 

愛
媛
さ
と
い
も
広
域
選
果
場

令
和
４
年
産
さ
と
い
も 

「
伊
予
美
人
」
出
荷
ス
タ
ー
ト

今年度産のサトイモ「伊予美人」選果の様子



今月の
クイズ

愛媛県が開発した、丸くて色白きめ細かく粘りと
甘みの強いさといもの名前は？

「伊予○○」

発　表
「あぐり～ど」12月号で発表します。

応募方法
折り込みハガキにクイズの答えと本誌に対する
ご意見・感想などをお書き添えの上、ご郵送く
ださい。

締切り
2022年11月15日（当日消印有効）

Ｒ Ｅ Ａ Ｄ Ｅ Ｒ Ｓ 通 信

編 集 後 記
　ＪＡ全農えひめで働きはじ
めて、あっという間に半年が経
ちました。入会前はどんな仕事
をするのだろうか、任された業
務をしっかり行えるだろうか、
と不安でいっぱいでした。今で
は、少しずつ慣れてきて要領を
考えながら業務を行えるよう
になりました。一週間後には、
広報の研修会で東京へ行きま
す。楽しみと、無事にたどり着
けるのか不安があります。ＪＡ
全農えひめを盛り上げるため
に、しっかり広報研修を受けて
きます。� （彩恵）

プレゼント
クイズに正解した方の中から
抽選で、図書カード1,000円
分を10名様にさしあげます。

　　表紙のイラストを見て。毎回、はら�
ふみさんの表紙を見ると心がはずむ様
な気分になります。大好き！これから
も楽しみにしています。

� （伊予市・PN：ビーケンさん）
編トマトの妖精たちが、おいしそうな料理
を作っているイラスト、私も大好きです。
ツヤツヤのトマト、とてもおいしそうで
すよね。

　
　　農の風景を読んで。最近、ドローン
での防除風景を目にする機会が増えて
きました。農家の高齢化や減少で防除
作業も大変になってくると思います
が、少しでも農作業が楽で安全に行え
るスマート農業の普及が今後も望まれ
ると思います。

� （松山市・PN：サブ太郎さん）
編私の近所でも、小型のドローンからヘリ
コプターの様な大型のドローンが飛んで
いるのを見ました。夢と希望のつまった
ドローンが、多く見られる日が来ること
を楽しみにしています！

　　耕地面積を見ると、昭和60年と令和
３年で、田や樹園地が大幅に減少して
いることがわかります。肥料や農薬等
の価格も上がり、農家さんは大変だと
思いました。今回の特集のような取り
組みなど、今後も取り上げてください。

� （松山市・PN：T・Fさん）
編今後もJA全農えひめが取り組んでいるこ
とを、あぐり～どを通してどんどん発信
していきたいと思います。

　　Topic�Newsを読んで。６歳の息子
の大好物はカレーライス。苦手なもの
は野菜！いつもはワンパターンの具材
で調理していましたが早速作ってみよ
うとホームページのレシピを見まし
た。はだか麦も食べたことがないので、
近くのＡコープで買ってみようと思い
ます。

� （西予市・PN：みいちゃんさん）
編息子さんは愛顔で野菜たくさんのスタミ
ナカレーを食べてくれたでしょうか。愛
媛のおいしい野菜をたくさん食べていた
だきたいです。

　　スミダヒロミさんの「猫のカリンさ
ん」を読んで、心がほんわか温かくな
りました。うちにも同じ様なことが
あったなと。先日、子猫を知人の家か
ら引取り、その猫の名前を何にしよう
かと悩んでいました。今日、カリンに
決定！エッセイのカリンさんと同じよ
うに人に愛され、猫らしく生きられま
すように。
� （今治市・PN：カリンママさん）
編スミダヒロミさんの作品展が11月12日～
20日まで松山市高井町の3to2ギャラリーに
て開催されます！ぜひ、お越しください。
猫のカリンさんがいるかもしれません。

　　NOW�NOW�COOKINGを読んで。
ピーマンの肉詰めはよくするのです
が、ワンパターンでした。ホワイトソー
スを入れてグラタン風にするのは私に
とって斬新でした！早速挑戦してみま
した。食卓がちょっと変わった感じが
しました。おいしかったです。
� （宇和島市・PN：かっべーさん）
編ピーマン×ホワイトソース？！と私も驚き
ました。オシャレなピーマン料理ができ
るようになり、私のレベルが上がった気
がしました。

当選者発表
８-９月号の答えは「愛顔はじけるス
タミナカレー」でした。たくさんのお
便りありがとうございました。
厳正な抽選の結果、次の10人の方に図
書カード1,000円分をお送りします。

仁木稚佳子さん（四国中央市）
木原　　肇さん　（西条市）
藤田亜紀子さん（今治市）
兵頭　静恵さん（東温市）
田岡　栄子さん（松山市）
谷田　秀雄さん（松山市）
渡邉　秀一さん（松山市）
奥田　喜久さん（大洲市）
上田トクミさん（八幡浜市）
岩見貴美子さん（伊方町）

PB 16



さといもコロッケ

〈作り方〉
①	さといもは蒸して皮をむき、一口大に切
る。

②	ベーコンは１㎝の角切りにする。
③	さといもを180℃の油でカラッとなるまで
揚げる。

④	フライパンにガーリックパウダーとオ
リーブオイルを入れ、弱火にかけ、香り
を出す。

⑤	ベーコンを加え、色づけば③、バター、
塩を加え、フライパンを振り全体を絡め、
みじん切りのパセリを混ぜ、完成。

さといもの和風ポタージュ
〈材料・４人分〉　　※１人あたり約215kcal

さといも	 300ｇ
たまねぎ	 50ｇ
白ねぎ	 30ｇ
チキンブイヨン	 250㏄～
生クリーム	 100㏄
白みそ	 20ｇ
バター	 10ｇ
牛乳	 200㏄
あさつき	 適量

さといものガーリックバター炒め
〈材料・４人分〉　　※１人あたり約138kcal

さといも	 200ｇ
合挽ミンチ肉	 100ｇ
たまねぎ	 40ｇ
れんこん	 40ｇ
塩・コショウ	 適量
卵	 １個
パン粉	 適量
薄力粉	 適量
揚げ油	 適量

指導／愛媛調理製菓専門学校　山崎　翔 先生

▲
�

（
右
上
）
さ
と
い
も
の
和
風
ポ
タ
ー
ジ
ュ
、（
右
下
）
さ
と
い
も
の
ガ
ー
リ
ッ
ク�

バ
タ
ー
炒
め
、（
左
）
さ
と
い
も
コ
ロ
ッ
ケ

〈作り方〉
①	さといもは皮をむき、５㎜幅のイチョウ
切りにする。

②	たまねぎは繊維を断つようにスライス。
白ねぎは斜めスライスにする。

③	鍋にバターと②を入れ弱火で炒め、しん
なりしたら①を加える。

④	チキンブイヨンを加え、さといもがやわ
らかくなるまで煮込み、ミキサーにかけ
裏ごし、白みそを溶かし入れ、生クリー
ムと牛乳を加えて温める。

⑤	小口切りのあさつきを散らし、完成。

〈作り方〉
①	さといもは蒸して皮をむき、マッシャー
で粗めにつぶしておく。

②	たまねぎはみじん切り、れんこんは粗み
じん切りにしておく。

③	ミンチ肉と②をフライパンで炒め粗熱を
とり、①と合わせ、塩・コショウを加え、
混ぜ合わせて小判型に成型する。

④	③を薄力粉・とき卵・パン粉の順につけ、
180℃の油できつね色になるまで揚げる。
好みでソースを添えて、完成。

〈材料・４人分〉　　※１人あたり約189kcal
さといも	 	 ４個
ベーコン（ブロック）	 	 80ｇ
ガーリックパウダー	 	 適量
バター	 	 40ｇ
塩	 	 適量
パセリ	 	 適量
オリーブオイル	 	 適量
揚げ油	 	 適量

きめ細かな白さが際立つ伊予美人
甘みは強く、あっさりとした食感

今月の素材

さといも
（伊予美人）



炊
き
た
て
も
、
さ
め
て
も
、
お
い
し
い
。

愛
媛
の
新
し
い
お
米
、
ひ
め
の
凜
。

　

１
．
大
粒
で
透
き
通
る
よ
う
な
美
し
さ

　

２
．
華
や
か
な
香
り
、
し
っ
か
り
と
し
た
噛
み
ご
た
え

　

３
．
口
の
中
に
す
っ
と
広
が
る
上
品
な
甘
み

　

４
．
炊
き
上
が
り
ツ
ヤ
ツ
ヤ
、
冷
め
て
も
美
味
し
い
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あぐり〜どはWEBでも読めます
https://www.zennoh.or.jp/
eh/about/information/

ehimenosyoku

「えひめの食」Instagram
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